
気づこう 高めあおう 食べる力
鹿角市食の健康づくり推進計画

　
本
市
は
、
生
活
習
慣
病
と
関
連
す
る
が

ん
・
心
臓
病
・
脳
卒
中
に
よ
る
死
亡
率
が

高
く
、
特
に
、
脳
卒
中
に
よ
る
死
亡
率
が

全
国
・
県
と
比
較
し
て
際
立
っ
て
高
い
こ

と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
た
め
、「
10 

年

後
、
脳
卒
中
で
亡
く
な
る
方
を
８
割
減
ら

す
」
と
い
う
健
康
宣
言
を
し
て
い
ま
す
。

　
が
ん
・
心
臓
病
・
脳
卒
中
に
よ
る
死
亡

率
を
減
ら
し
、
健
康
寿
命
を
延
伸
す
る
た

め
に
は
、
日
々
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
食

に
対
す
る
意
識
の
向
上
＝
食
の
健
康
づ
く

り
（
食
育
）
が
重
要
で
す
。

　
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
課
題
を
整
理

し
、
食
育
を
市
民
運
動
と
し
て
推
進
す
る

こ
と
で
、
健
康
宣
言
を
実
現
す
る
た
め
、

本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　本市の現状から見えてきた課題を踏まえ、本計画の大目標である「脳卒中による死亡率の減少と健康寿命の延伸」を
達成するための取り組みを、次の４つの基本目標に沿って進めます。

豊かな食材・食文化の活用
給食やイベントなどで、地域の食材を活用し、地産地
消や食文化の伝承を図るとともに、季節の行事などで
食べ物の大切さや感謝の心を育む機会を作ります。

食を通じた心身の健康の確保
脳卒中予防のための食生活改善に向けた取り組みを重
点的に行います。1日 3 食しっかり食べる子どもを育て
るとともに、高齢者は低栄養予防など、個人に合わせ
た食生活ができるよう支援します。

健全な食生活の実践
若い世代が食に関心を持つきっかけづくりをし、実践に
つなげます。親子で楽しく食べる体験を増やし、食の
大切さを伝え、食べる力を育みます。

食に関する正しい知識の啓発
栄養など健康づくりに役立つ情報提供に努めます。妊
娠・育児期から子どもの発達段階に応じたきめ細かい
支援を行います。

認識と管理（自覚）　
●出産までの適正な体重管
理や栄養摂取を促し、体
調管理の意識を高める

●食生活を見直す契機とする
●自分だけでなく家族の食事
に関心を持つ（食の大切さ
の認識）

食の基礎作り（体験）　
●よく噛む習慣を形成する
●さまざまな味の体験による
味覚形成を促す

●食への意欲・関心を高める

基本的な食習慣の形成
（体得）　
●基本的な食習慣を形成する
●食の大切さ・楽しさを学ぶ
●地産地消について関心を持つ

～こころもからだも健幸に～
け ん こ う

※健幸：「健康」と「幸せ」を合わせた言葉で、身体の健康だけでなく、生きがいを感じ、
　安心安全で豊かな生活を送れることを表現しています。 問 いきいき健康課　☎30-0119

けんこう

計
画
策
定
の
経
緯
と
趣
旨
　

ライフステージにおける食育のポイント

妊娠期

選択する力を養う
（定着）　
●栄養素の役割を理解する
●規則正しい食事をする
●正しく選択できる力を身
につける

自立した食生活の形成
（自己管理）
●培った食習慣の実践を継
続する

●栄養バランスを意識して
食事をする

●外食やコンビニを上手に
活用する

思春期（13～18 歳） 青年期（19～39 歳）

健康管理（実践）
●健康を意識した食生活を
実施する

●メタボリックシンドローム
をはじめとする生活習慣
病を予防する

壮年期（40～64 歳）

維持・継続・継承
（後継）
●低栄養を予防する
●フレイル（虚弱状態）を予
防する

●地域の味や食文化を伝え
る

高齢期（65歳～）乳幼児期（0～5 歳） 学童期（6～12歳）

計画推進の体系

　「
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
調
査
（
Ｈ
27
・

秋
田
県
）」
な
ど
か
ら
、
現
状
と
課
題
を
分

析
し
ま
し
た
。

①
減
塩
の
推
進

　
脳
卒
中
の
一
番
の
要
因
で
あ
る
高
血
圧

症
の
予
防
に
は
、
減
塩
を
進
め
る
こ
と
が

最
も
重
要
で
す
が
、
そ
の
必
要
性
を
理
解

し
、実
行
し
て
い
る
人
が
少
な
い
現
状
で
す
。

②
野
菜
摂
取
の
促
進

　
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
に
か
か
る
危
険
性
を

下
げ
る
効
果
が
あ
る
野
菜
摂
取
で
す
が
、

目
標
量
（
３
５
０
ｇ
以
上
／ 

日
）
が
設
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
人
が
多
く
、

本
市
の
豊
富
な
地
場
野
菜
を
活
用
し
な
が

ら
、
野
菜
の
摂
取
を
促
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

③
欠
食
率
の
低
減

　
男
女
と
も
20
代
の
朝
食
欠
食
率
が
目
立

ち
、
食
生
活
の
基
礎
で
あ
る
「
１
日
３
食

の
規
則
正
し
い
食
事
」
を
身
に
つ
け
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　④
共
食
の
啓
発

　
毎
日
１
回
以
上
家
族
み
ん
な
（
複
数
）

で
一
緒
に
食
事
を
し
て
い
な
い
割
合
が
20

代
で
目
立
っ
て
お
り
、
健
康
管
理
や
食
事

マ
ナ
ー
な
ど
が
身
に
つ
か
な
い
こ
と
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

現
状
と
課
題

大目標
脳卒中による死亡率の減少と

健康寿命の延伸

標準化死亡比
（全国の平均を100 として、地域の年齢構成を考慮し
 算出された疾病別死亡比。H20 ～ 24）
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